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社会福祉法人精華町社会福祉協議会

平成２７年度  第２回 評議員会議事録

１ 開催年月日 平成２７年１０月２２日（木）

午後２時４５分～午後３時３０分

２ 開催場所  精華町地域福祉センター

かしのき苑 １階 会議室Ａ・Ｂ・Ｃ

３ 評議員総数  ３９名（欠員１名）

４ 出席者氏名 ２５名（別紙１のとおり）

５ 欠席者氏名  １４名（別紙１のとおり）

６ 議事の経過要領及び議案議決の結果

日程番号１ 議長の互選について

定刻に至り、定款第１４条第５項の規定により議長に神田清司氏が選任

され、議長は定款第１４条第７項に定める定足数を満たしていることを確

認した。

日程番号２ 議事録署名人の選任について

定款第１４条第１０項の規定により議事録署名人に岡田敦子・錦 光榮

両評議員を指名し、議案の審議に入った。

議  長  続きまして日程番号３、第５号議案、任期満了に伴う理事の選任

についてに入らせていただきます。事務局から提案をお願いしま

す。

事務局長  はい、議長。第５号議案、任期満了に伴う理事の選任について。

社会福祉法人精華町社会福祉協議会定款第９条第１項及び理事・

評議員選出等の規程第１条の規定により、別紙のとおり提案しま

す。提案理由といたしましては、平成２７年１０月２８日をもっ

て、本会理事の任期が満了することに伴い、理事・評議員選出等
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の規程第１条の規定により、本会理事１５名を選任したいための

ものでございます。平成２７年１０月２２日提出。社会福祉法人

精華町社会福祉協議会会長岩里周英。それでは、２ページ目の別

紙をお開きいただきたいと思います。こちらが、精華町社会福祉

協議会理事名簿の案でございます。名簿につきましては、順不同、

敬称略にて掲載させていただいております。それでは、朗読をも

って提案に代えさせていただきたいと思いますが、番号、区分（選

出母体）、氏名、備考の順に朗読をさせていただきますので、ご了

承をお願いいたします。１、町政協力員協議会、中川茂成、町政

協力員協議会副会長。２、民生児童委員協議会、森 修美、民生児

童委員協議会会長。３、社会福祉施設、早樫一男、京都大和の家

施設長。４、行政機関、岩前良幸、精華町健康福祉環境部部長。

５、ボランティア連絡協議会、田中智美、ボランティア連絡協議

会会長。６、地区福祉推進委員、中西邦洋、精北小学校区（菱田）

です。７、地区福祉推進委員、稲田裕康、川西小学校区（南）。８、

地区福祉推進委員、山本正來、山田荘小学校区（山田）。９、地区

福祉推進委員、長谷川 悟、東光小学校区（光台四丁目）。１０、

地区福祉推進委員、青木勘治、精華台小学校区（精華台一丁目）。

１１、知識経験者、石崎照代、現副会長（元社会教育委員長）。１

２、知識経験者、青木 透、現理事（元精華町職員）。１３、知識

経験者、中畔秀昭、現理事（元地区福祉推進委員）。１４、知識経

験者、村瀬由美子、現理事（元精華町社協職員）。１５、知識経験

者、福味加世子、現理事（人権擁護委員）。以上の１５名でござい

ます。なお、任期につきましては欄外に記載のとおり、平成２７

年１０月２９日から平成２９年１０月２８日までの２年間となっ

ておりますので、どうか可決承認賜りますようよろしくお願いを

申し上げます。

議  長  ただいま事務局から説明を受けましたが、質疑がございましたら

挙手にてお願いします。

ご意見がなければ採決したいと思います。第５号議案について、

賛成の方は挙手をお願いします。

評 議 員  （全員挙手）  
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議  長  ありがとうございます。全会一致により可決承認します。続きま

して日程番号４。第６号議案、任期満了に伴う監事の選任につい

てに入らせていただきます。事務局から提案願います。

事務局長  はい、議長。第６号議案、任期満了に伴う監事の選任について。

社会福祉法人精華町社会福祉協議会定款第９条第２項の規定によ

り、別紙のとおり提案します。提案理由といたしましては、平成

２７年１０月２８日をもって、本会監事の任期が満了することに

伴い、定款第９条第２項の規定により、監事２名を選任したいた

めのものでございます。平成２７年１０月２２日提出。社会福祉

法人精華町社会福祉協議会会長岩里周英。こちらの資料につきま

しても、２ページにご用意いたしました別紙をご覧いただきたい

と思います。こちらが、精華町社会福祉協議会監事名簿の案でご

ざいます。先ほどと同じように、順不同、敬称略で資料をご用意

させていただいております。こちらにつきましても、番号、区分、

氏名、備考の順に朗読をさせていただきまして、提案に代えさせ

ていただきたいと思います。１、財務諸表等を監査できる者、浦

田善之、元銀行職員。２、社会福祉事業について学識経験を有す

る者または地域の福祉関係者、島中秀司、元精華町職員（福祉経

験者）。以上の２名でございます。任期につきましては欄外に記載

のとおり、平成２７年１０月２９日から平成２９年１０月２８日

までの２年間でございます。こちらの監事の選任につきましても、

どうか可決承認賜りますようよろしくお願いを申し上げます。

議  長  ただいま事務局から説明を受けましたが、質疑がございましたら

挙手にてお願いします。

ご意見がなければ採決したいと思います。第６号議案について、

賛成の方は挙手をお願いします。

評 議 員  （全員挙手）  

議  長  ありがとうございます。全会一致により可決承認します。続きま

して日程番号５。諸報告に入らせていただきます。事務局から報

告願います。

事務局長  はい、議長。それでは、この評議員会の時間をお借りいたしまし

て、事務局のほうから評議員の皆さま方に、大きく分けて５点ほ
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ど報告させていただきたいと思います。本日はお手元に資料を用

意させていただいておりまして、１つ目はＡ３サイズの資料でご

ざいますが、上に平成２７年度重点事業の進捗状況について（第

２四半期）と書かれました１枚物の資料でございます。こちらは

年度当初に、その年度の事業計画。とりわけその中でも重点的に

取り組んでいく事業を定めておりまして、それを今年度は５事業

啓上している訳でございますが、それぞれの事業の進捗状況。特

に、第２四半期ということで、９月末日締めの実績を評議員の皆

さま方にご報告させていただきたいと思っております。まず１つ

目でございますが、ふれあいサポート事業。地域福祉課の担当業

務でございます。年度当初の目標等でございますが、①利用者減

免制度の導入、②提供日時の拡大（充実）というものを目標に掲

げております。それから、この目標達成等のための具体的計画と

いたしまして２点あげておりまして、①は、上半期は、ふれあい

サポート事業連絡会議を開催し、減免対象者・減免額（率）・実施

方法などについて検討し、１０月からの減免制度導入をめざすと

しておりました。その進捗状況でございますが、もう１つ右側の

欄をご覧いただきたいと思いますが、具体的計画の進捗状況でご

ざいます。①です。上半期はふれあいサポート事業連絡会議を３

回開催し、減免対象者や減免額等について協議をいたしました。

当初の目標１０月の導入はずれ込む予定となっておりますが、来

年１月から生活保護受給者を対象といたしまして、現在の利用料

１時間あたり７００円から４００円に、３００円の減額を予定し

ているところでございます。次に、具体的計画の②。土・日など

の利用ニーズを調査するという所でございます。１つ目に具体策

といたしまして、減免制度導入及びサービス提供日時を拡大した

場合、需要増加が予測されるため、供給体制を確保するために協

力会員の募集及び研修を行うとしております。カッコ書きでござ

いますが、協力会員１２名から３０名登録をめざしたいと思って

おります。２点目に、せいか社協だよりに１年間を通じてこの事

業の紹介の記事を掲載するというふうに予定しております。対し

まして進捗状況でございますが、右側②をご覧いただきたいと思
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います。９月１８日、２９日の２回シリーズでこの事業の協力会

員養成講座を開催いたしまして、新たに５名が協力会員として登

録済みという状況でございます。年度内にもう１度、協力会員養

成講座を開催したいと考えておりますが、併せまして、現任の協

力会員のスキルアップ研修も年度内に開催したいというふうにも

考えております。一番右端の所には、結果または実績を掲載して

おりますが、現在１７名の協力会員でこの事業のほうを運営して

おります。カッコ書きにつきましては第１四半期の増減を表して

おりますので、プラス５名となっておりますのは、第１四半期か

ら第２四半期に対しての増加分ということでございます。次に２

つ目の取り組みでございますが、地域福祉活動ライブラリーです。

こちらは課を横断いたしまして、チーム運営で事業を推進してい

くものでございます。目標等につきましては、この年度内にライ

ブラリーを完成させるというものです。具体的計画の①｡地域で行

われている福祉活動をまとめるために、各地域をまわって映像を

記録する。こちらのほう進捗状況でございますが、６か所の自治

会の地域福祉活動の取り組みを現在記録済みでございます。引き

続きまして、サロンや小地域福祉委員会の取り組みを記録したい

と思っております。計画の②｡職員研修と連動させて各課の取り組

み紹介ＶＴＲを作成する。この進捗状況ですが、②各課の取り組

み紹介ＶＴＲは、来年１月に作成する予定でございます。具体的

計画の③｡また、これらの映像記録は、窓口などで放映するととも

に、社協ホームページにアップロードする。これに対しまして進

捗状況ですが、③チームを編成し、映像記録を編集し、今年度中

に窓口やホームページで閲覧できるしくみを作りたいと思ってお

ります。また、その他、研修やイベント等においても活用させて

いただく予定をしております。現在、作成チームを編成したため、

１０月からこのチーム会議を開催していく予定となっております。

こちらにつきましては、各地域でさまざまな福祉活動が実践され

ている訳でございますが、住民の皆さま、また福祉関係者の皆さ

ま方からのご要望といたしまして、全ての地域の活動を本来なら

見て回りたいところが、時間的な余裕などもございまして、何か
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映像を記録した物を自分の好きなタイミングで見られるような仕

組みを社協として構築して欲しいということで、福祉関係者の皆

さま方のご要望を受ける形で、今年度なんとか完成させていきた

いと考えているものでございますので、作成できた時にはＤＶＤ

などにコピーをしたり、窓口で放映したり、また社協のホームペ

ージから自由に閲覧できるような仕組みを作っていければと思っ

ております。これにつきましては、まだまだ地域の取り組みを記

録できていないものもございますので、地域で福祉活動を実践し

ていただいている所に社協の職員を呼んでいただきましたら、撮

影に伺いたいと思っておりますので、ご遠慮なくお申し出いただ

ければと思っております。次に３つ目の事業です。居場所づくり

支援事業、チーム運営。目標等でございますが、①７月から毎月

実施するというものと、②３か所の居場所を設置するというもの

でございます。具体的な計画でございますが、精華町社会福祉協

議会居場所づくり支援事業実施要項を作成し、次の２つの方法で

事業を推進する。①精華町社協が主体的に居場所を提供する事業。

こちらのほう、絆 Café と名付けておりますが、これを毎月１回デ

イサービスセンターにおいて実施するという具体的計画です。こ

れに対しましてその推進状況でございますが、①チーム会議を３

回開催しまして、７月から絆 Cafe を実施しております。その実績

でございますが、一番右端、結果・実績の欄にまとめております。

７月につきましては４０名の参加者、８月は３２名の参加者、９

月は３０名の参加者となっております。この居場所づくり支援事

業でございますが、高齢者だけに限らず、わたくし共の調査、肌

感覚も含めてでございますが、やはり何がしかの１つのきっかけ

で、本来であれば就労している方が、リストラや倒産などの状況

によって自信を無くしてしまうような恰好で、自宅に引きこもり、

閉じこもりの状態の方が、よくよく見ていきますといらっしゃい

まして、そういった方の居場所であったり、また精神的な障害を

お持ちの方の居場所であったり、高齢者だけに限らず、そういっ

た方の居場所も今後は順次展開していきたいなというふうに考え

ているところでございます。具体的計画の②に移りまして、まち



- 7 -

の福祉サポート店等が主体的に居場所を提供する事業としまして、

８月以降サポート店等に積極的に呼びかけるということを計画に

掲げております。その進捗状況ですが、②「高齢者等の居場所づ

くりを応援する人と団体の意見交換会」を来月１１月から開催す

る予定です。せいか社協だより８月号において、居場所づくりの

協力を呼びかけたところ、８件の問い合わせがありました。今後

は意見交換会を開催する中で多様な意見を吸収しながら、居場所

づくりに努めていきたいと考えております。参考までに、この８

件の問合せでございますが、内訳で申し上げますと４件につきま

しては、ご自身でボランティアとしてこういった居場所づくり事

業に関わっていきたいと。運営にボランティアとして参加したい

という方が４名と、残りの４名の方につきましては、自宅または

空き店舗を居場所として提供したいという方が４件でございまし

た。１１月以降はこういった方々とお話しをする場を設けながら、

居場所づくりの実現に向けて取り組んでいきたいと考えておりま

す。それから、４番目、５番目の事業につきましては通所介護課

の業務となっておりますので、担当課長の谷川からご説明を申し

上げます。

谷川課長  はい。それでは、４番、通所介護事業のほうの報告をさせていた

だきます。先ほどデイサービスセンターを見学していただきまし

て、１階で行っております、一番大きなお部屋で行っておりまし

た３５名定員のデイサービスのほうが、この４番になります。月

曜日から土曜日までの６日間営業しておりまして、目標としまし

て稼働率８０％を掲げて実施しております。具体的計画のほうを

ご覧ください。①せいか社協だより、デイ通信などで１年間を通

じて事業紹介の記事を掲載する。他事業所(ケアマネジャー)には

直接訪問して啓発するということで、事業の内容を知っていただ

いてご利用していただくために、ケアマネジャーさんの所に訪問

させていただいておりますが、具体的計画の進捗状況の所をご覧

いただきたいのですが、①広報紙のほうで掲載をさせていただい

て、訪問をさせていただいておりまして、この第２四半期、７月

から９月は要介護、通常のデイサービスの方１名。また要支援の
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方、予防の方１名。合計２名の方の新規ご利用をいただいており

ます。ちなみに４月から１０月まででしたら、９名の新規ご利用

者がございました。参考までに、現在ご利用していただいている

実人数でございますが、要介護の方が７０名ほどです。それから、

要支援の方が２５名ほどで、実人数でいいますと１００名ほどの

方がご利用していただいております。その方たちが複数日利用と

いうことになっております。具体的計画の②ですが、職員の研修

を計画的に行い、サービスの質の向上に努めるということで、右

側、進捗状況といたしましては、外部研修、内部研修を実施しま

した。次に具体的計画の③。行事の参加案内、家族交流会を実施

し、家族からの意向を聞く機会を持ち、サービスに反映していく。

こちらの進捗状況は、③、お昼の時間レクリエーションで季節の

行事というのを取り入れておりまして、夏祭りを実施いたしまし

た。あと秋に、昨年も行いましたが、芸術鑑賞会を計画しており

ます。こちらのほうは町内の生徒さん達が参加してくださってる

サークルですが、精華町少年少女合唱団であったり、東光小学校

ウィンドアンサンブル。小学校の吹奏楽のアンサンブルですけれ

ども。あと、ダンスグループのチッパーという所の生徒さんが、

土曜日になりますが、来ていただいて利用者の前で披露していた

だくということで、その後すこし利用者と交流ももっていただく

ということで、利用者もすごく喜んでいただいていますが、お子

さん達も直接かかわることができるので喜んでいただいていると

いうことで、この時には親御さんも来られまして、デイサービス

センターの良い啓発になっていると思いまして今年も実施予定で

ございます。ちなみに、１０月２４日の土曜日が精華町少年少女

合唱団。１０月３１日の土曜日が東光小学校ウィンドアンサンブ

ル。１１月７日の土曜日がダンスグループのチッパーの方たちが

来られます。また、もしお時間があるようでしたら、来ていただ

いたら様子を見ていただけるかと思います。続きまして④、デイ

サービスセンター開設１０周年感謝祭を実施し、感謝の気持ちを

伝えると共に、事業の啓発を行うということで、こちらは、５月

２４日に１日、感謝祭ということで実施しております。こちらの
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事業のほうが、結果・実績といたしまして、平均が７７．３％の

稼働率となっております。この１．７％減というのは、４月から

６月の平均に比べたら、若干減っているということでご報告させ

ていただきます。５番目ですが、認知症対応型通所介護事業、ほ

っとぴあ。少し小さいお部屋で実施していたデイサービスになり

ます。こちらのほうも、月曜日から土曜日までの６日間の稼働を

行っておりまして、定員が１２名になっております。こちらの稼

働率の目標は７０％を掲げております。こちらのほうの具体的計

画も、４番の通所介護事業と同様、広報紙で啓発、ケアマネジャ

ーを訪問し啓発を行っております。右側①ですが、７月から９月

は新規契約者３名ございました。４月から１０月までは、６名の

新規契約者がございました。続きまして②、ホームページに「ほ

っとぴあの 1 週間」として、サービスの提供状況を紹介させてい

ただいております。利用者に対しては、現在の連絡帳の活用によ

り家族との連携を図っております。行事への参加を案内し、サー

ビス提供の様子を知っていただくということで、こちらのほうも、

家族交流会を実施して家族からの意向を聞く機会を持ち、サービ

スに反映していくという計画を立てております。特にほっとぴあ

のほうは、写真などを撮らせていただいて、ホームページにほっ

とぴあの一週間ということで楽しく過ごしていただいている様子

を掲載して、様子を伝えております。特に、認知症予防のゲーム

ということで３Ａゲームと言うのを取り入れておりまして、こち

らのほうを何回か繰り返し行うということをしております。③の

ほうは、職員の研修を計画的に行い、サービスの質の向上に努め

るということで、こちらの進捗状況のほうは、③認知症実践者研

修など、特に認知症に関する研修を受けております。④は通所介

護事業と同じく、１０周年記念ということで実施したことをご報

告させていただきます。こちらの、ほっとぴあの利用者の実人数

ですが、１４名ということになっております。こちらのほう右側、

結果・実績のほうが４７．０％ということで大きく稼働率が目標

に満たしていない状況なんですけれども、こちらのほうは実人数

が少ない分、お一人が入所または入院されますと稼働率が下がっ
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てしまうということで、実人数を増やすよう内容を充実させて、

来ていただくということで実施していきたいと思います。以上、

進捗状況のご報告を終わりたいと思います。

事務局長  はい。それでは、残りの資料をお知らせも含めまして残り４点、

ご報告、お知らせをさせていただきたいと思います。まず１つ目

はカラー刷りのチラシでございますが、一番上に、精華町社協ど

んちゃん「ゆるキャラグランプリ２０１５」参加決定と書かれた

チラシでございます。この精華町社協のマスコットキャラクター

どんちゃんが誕生して、ちょうど丸４年という時期を迎えており

ます。この、どんちゃんにつきましては地域のイベントなどにも

参加をさせていただいておりまして、この秋から年末に掛けても

ほぼ毎週、地域のイベントに呼んでいただいておりまして、もし

かするともう先約がということになる訳でございますが、各地域

の子供会のイベントですとかお餅つき大会、最近ではハロウィン

パーティーですとか、そういった所に多々呼んでいただいており

ますので、評議員の皆さま方のお住まいの地域で何かイベントが

ございましたら、またご遠慮なく呼んでいただければと思ってお

ります。また、いま現在、このゆるキャラグランプリにエントリ

ーをしておりまして、１１月１６日まで投票期間、残り３週間ほ

どとなっておりますが、エントリーをして頑張っておりますので、

もしお時間などがございましたらパソコンやスマートフォン、携

帯電話などから、どんちゃんの応援もよろしくお願いしたいと思

っております。次に２点目でございますが、こちらはモノクロの

コピーでございますが、精華おもちゃ病院開院と書かれましたチ

ラシでございます。写真の上に、モノクロで少し見にくくなって

おりますが、子どもたちの大切なおもちゃを修理し物の大切さを

教えながら子どもとふれあい交流しますというふうに書かれてお

ります。この１０月３日に精華おもちゃ病院が誕生いたしました

ので、評議員の皆さま方にお知らせをさせていただきます。こち

らは毎月１回、土曜日の午後１時３０分から午後４時まで精華お

もちゃ病院という名称で開院をいたしまして、ご覧のとおり、か

しのき苑のほうが大規模な改修工事をしておりますので、この年
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内につきましては、精華町役場２階の会議室をお借りいたしまし

て月１回開院させていただいております。年明け１月以降につき

ましては工事が終わる予定でございますので、かしのき苑のほう

に戻りまして、１階の創作室で毎月１回開院していく予定となっ

ております。費用につきましては、修理費用は原則として無料で

修理をさせていただきたいと思っておりますが、特殊部品など、

メーカーから取り寄せたりした場合につきましては、部品代の実

費が発生する場合もあるということでございますが、原則は無料

という活動になっております。この１０月３日、１回だけ実績が

ある訳でございますが、その時には１４件のおもちゃが修理の依

頼を持ち込まれまして、大部分につきましては修理済で返却など

させていただいているところです。また、地域でこういった活動

が小さなお子さんのいらっしゃるご家庭に届くように、啓発に努

めて参りたいと思っております。それから３点目でございますが、

皆さま方にも大変お世話になっております、赤い羽根共同募金に

関しての告知でございます。今年度は初音ミクと言いまして、チ

ラシの上にイラストが入っておりますが、バーチャルキャルクタ

ーと言うそうでございますが、この初音ミクのキャラクターと初

めてコラボレーションいたしまして、どちらかといいますとこれ

まで募金活動、福祉活動といいますと年配の方のご協力、ご参加

が多かった訳でございますが、こういったキャラクターとコラボ

レーションすることによって若い世代にも募金活動や福祉に関心

を持っていただけないかなということで、新しい試みとして今年

度から実施しておりますので、評議員の皆さま方にもお知らせさ

せていただきたいと思っております。参考までに裏側のほうをご

覧いただきますと、こちらも告知でございますが、１１月１５日

の日曜日、せいか祭り２０１５が開催される予定でございます。

精華町社協は、けいはんなプラザ会場でブースを出展する予定と

なっておりますが、この場所におきましてもこの初音ミクとのコ

ラボレーショングッズを出していきたいと思っておりますので、

また興味のある方などございましたらお立ち寄りいただければと

思っております。また、下半分になりますが、これは昨年度も実
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施いたしました、オリジナル缶バッジ募金というものも精華町社

協のブースで実施させていただきたいと思っておりますので、こ

ちらにつきましても、またお立ち寄りいただければと思っており

ます。最後になりますが、昨年度、精華町社協が社会福祉法人格

を取得いたしましてから丸３５年という節目の年でございました

ので、年度末から作成いたしまして時間のほうは要しましたが、

３５周年記念誌がまとまりましたので、評議員の皆さま方にも１

部でございますがお渡しをさせていただきたいと思っております。

内容につきましては、これまで３５年間の足跡、振り返りと、歴

代ご協力をいただきました役員の皆さま方のお名前などを掲載さ

せていただいたものとなっております。また若干余分もございま

すので、評議員の皆さま方以外にご入り用の場合は、事務局のほ

うまでお申し付けいただければと思っておりますのでよろしくお

願いいたします。事務局からの諸報告につきましては以上でござ

います。

議  長  はい。本日の案件は以上のとおりでございますが、全般的なとこ

ろで評議員の皆さま方から何かご意見がございましたら、事務局

からお答えしたいと思います。いかがでございますでしょうか。

新田評議員 （挙手）

議  長  はい。

新田評議員 光台六丁目に住んでおります、新田と申します。ちょっとお聞き

したいのが１つあるんですが。ふれあいサポート事業のうち、特

に研修というご報告があったんですけど。いろいろ携わっていく

にあたって、研修はされるのは当然かなと思うんですが。内容的

にはね。どの程度、どういう項目の研修をされるのか。その点ち

ょっとお聞きしたいなと思って、手をあげさせて貰ったんです。

よろしくお願いします。

議  長  事務局。

事務局長  はい。ご質問ありがとうございます。こちらは諸報告で一番初め

に説明をいたしました、Ａ３サイズの資料の１番目。ふれあいサ

ポート事業の中の養成講座や研修という所の、その研修内容につ

いてご質問いただけたのかなと理解しておりますが、こちらの研
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修内容ですが、まずは対人援助ということになりますので、人と

の接し方に関する研修。それから傾聴と言いますか、人の話を聞

くという、耳を傾ける傾聴ですね。そういった傾聴の方法の研修

であったり、技術的な部分では車椅子の操作方法ですとか、介助

の方法や付添いの方法とかいうような技術的な内容の研修まで、

いろいろとプログラムはございますが、そういった研修をさせて

いただいているところでございます。

議  長  よろしいですか。

新田評議員 ありがとうございます。

議  長  他にございますか。

吉良評議員 （挙手）

議  長  はい。

吉良評議員 光台八丁目の吉良と申します。小地域福祉委員会の活動をさせて

貰ってて、一人暮らしとか、ちょっと心配な高齢のご夫婦のお家

なんかに訪問するっていうことをさせて貰ってるんですけれども。

      知らない方の所に行く時に、前は自治会長さんなんかと一緒に行

ってたから良かったんですけど、自治会長さんが交替されてしま

うと、自分達の身分を証明する物が無いんですね。突然に行って、

小地域福祉委員なんですけどって言っても、まだ小地域福祉委員

ってものもあまり認知されていなくて、ちょっと行きにくいんで

すけれども。小地域福祉委員会の活動をしている者ですっていう、

身分を証明するような、名札でも手帳でもバッジでも何かちょっ

とした物で、変な人ではないですよ、そういう活動をしてる人で

すよっていう事を証明できるような物があれば、活動がしやすい

かなと思ったりします。要望として発言させていただきました。

議  長  一人住まいの高齢者の訪問活動ですね。事務局いかがでしょう。

事務局長  はい。ありがとうございます。ご意見と言いますか、ご要望のと

おりかというふうに理解しております。この活動につきましては、

平成１８年から精華町では取り組みをしておりまして、ほぼ１０

年経とうかというところまで来ております。この間ですね、指定

されている自治会さまにおかれましては、助成金のほうも交付さ

せていただいているということもございまして、一部の地域では
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チョッキを作られたりウインドブレーカーを作られたりとか、同

じこころざしで活動していく仲間として、それも安心感を与える

ということもあるかと思うんですが、そういったユニフォームを

作っておられる地域もございますが、いまご要望いただきました

ように、何か身分を証明できるような物というご意見もごもっと

もかと思いますので、なかなか数量的に単価の高額な物というの

はご用意するのが難しいかも知れませんが、何らか事務局のほう

で、せっかく地域で活動していただいている皆さま方ですので、

より活動しやすくなるように知恵を絞りながら、そういった身分

を証明できるような物を作成できないか検討させていただきたい

と思います。ありがとうございます。

議  長  よろしいですか。

吉良評議員 はい。

議  長  その他ございますか。

ご意見が無ければ、本日の案件全てを審議いただきましたので、

議長を降壇させていただきます。皆さまのご協力、ありがとうご

ざいました。

以上、本評議員会の案件は全て終了したので、午後３時３０分散会した。

上記の決議を証するため、本議事録を作成し、議長及び議事録署名人におい

て次に記名押印する。

平成２７年１０月２２日

     社会福祉法人精華町社会福祉協議会

平成２７年度第２回評議員会において

議 長              印
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署名人              印

署名人              印


